























































































































































































































Verein für Socialpolitik は有名である（辻 2012：
106-107）。こうした大規模な組織だけでなく，実践





















































Verein für öffentliche und private Fürsorge と名称



























































































































































































































全国扶助義務令 Reichsordnung über die Fürsorgepflicht，
公 的 扶 助 支 給 全 国 指 針 Reichsgrundsätze über 

































































































































































































































































ら1961年 に 離 脱 し た ド イ ツ 社 会 主 義 学 生 同 盟




























































































































































プ ロ グ ラ ム「 ボ ラ ン テ ィ ア は 能 力 を 作 る
Freiwilligen machen kompetent」（2007年 か ら ），
同じくモデルプログラム「世代横断型ボランティ














義 的 に 参 加 さ せ る 方 式 は 市 民 コ ミ ュ ー ン











金 総 額40億 ユ ー ロ と い う 大 規 模 な も の で あ る
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